
■「成果・業績重視の処遇体系の見直し」でどうなるか
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（注）大卒の者は、一般資格４級から３級への昇格における
　　　Ｃ評価の場合の標準的年数について５年とする。

評価期間が通期で「業績」と「行動」を対象とする総
合評価を反映する手当から、半期毎の業績評価を
反映する手当へ見直す
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現
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基
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賃
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一般資格３級　→　一般資格２級 ２年 ６年
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一般資格５級　→　一般資格４級 短大・高専卒　１年、高卒　３年

（注）大卒の者は、一般資格４級から３級への昇格における
　　　Ｃ評価の場合の標準的年数について５年とする。
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扶養手当 18,700 18,700 扶養手当

計 474,940 474,940 計

切
替
成
果
手
当
額

現
行
基
準
内
賃
金

新
基
準
内
賃
金

昇格前後の資格等級 Ａ評価の場合 Ｃ評価の場合

一般資格２級　→　一般資格１級 ２年 ５年
一般資格３級　→　一般資格２級 ２年 ６年
一般資格４級　→　一般資格３級 ２年 ６年(注）

一般資格５級　→　一般資格４級 短大・高専卒　１年、高卒　３年

（注）大卒の者は、一般資格４級から３級への昇格における
　　　Ｃ評価の場合の標準的年数について５年とする。

現 行 移 行 時

数値は、東京在勤・一般職１級・５８歳の

方の場合です。

37,300

評価

レンジ

A 212,760

B 176,460

ノーマル 146,160

上限額

※一般資格５級から３級までの等級におけるD評価
　　の成果加算反映標準額については降給しない。

B C DA

そ の 後

現
在
ま
で
明
ら
か
に
し

て
き
た
内
容
を
図
に
し
ま

し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
年
齢
賃
金
を
廃
止
、

②
そ
の
原
資
を
成
果
手
当

（
３
／
８
）
、
成
果
加
算
（
３

／
８
、
そ
し
て
資
格
賃
金

（
２
／
８
）
に
振
分
け
る
、
③

扶
養
手
当
を
見
直
し
、
基

準
外
賃
金
と
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
賃
金
は

す
べ
て
「
評
価
」
さ
れ
な
け

れ
ば
「
上
が
ら
な
い
」
一
方

で
、
成
果
加
算
に
は
「
降
給
」

あ
り
、
と
い
う
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

現
在
、
資
格
賃
金
は
、
一

般
資
格
５
級
か
ら
最
長
22

年
で
一
般
資
格
１
級
に
昇

格
し
ま
す
が
、
改
悪
案
で
は
、

最
長
在
職
年
数
を
廃
止
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

成

果
加
算
は
現
在
、
上
限
が
９

万
８
８
０
円
で
す
が
、
再
配

分
の
結
果
、
14
万
６
１
６
０

円
（ノ
ー
マ
ル
レ
ン
ジ
上
減
額
）

と
し
、
さ
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム

レ
ン
ジ
と
し
て
Ａ
レ
ン
ジ
、
Ｂ

レ
ン
ジ
を
設
け
る
。
Ａ
レ
ン
ジ

で
は
Ｃ
・
Ｄ
評
価
者
は
減
額
、

Ｂ
、
ノ
ー
マ
ル
レ
ン
ジ
で
は
Ｄ

評
価
者
が
減
額
＝
「
降
給
」

と
な
り
ま
す
。

成
果
手
当
は
現
在
、
業
績
・

行
動
を
対
象
に
し
た
総
合

評
価
を
反
映
し
て
い
ま
す

が
、
半
期
毎
の
業
績
評
価

を
反
映
す
る
手
当
へ
と
見

直
す
と
い
う
の
で
す
。
半
期

毎
に
手
当
が
ゼ
ロ
ク
リ
ア
さ

れ
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
に
係
わ
る
「
基

準
内
賃
金
」
は
、
資
格
賃
金
、

成
果
加
算
、
そ
し
て
地
域
加

算
の
み
と
な
り
、
ボ
ー
ナ
ス

は
大
幅
に
減
額
と
な
り
ま

す
。一

般
職
１
級
58
歳
で
、
基

準
内
賃
金
は
、
約
５
万
６
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
を
年
間
臨
給
４
・

４
カ
月
（
Ｃ
評
価
）
と
す
る
と
、

こ
れ
だ
け
で
約
18
・
５
万
円

の
減
額
で
す
。

「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
」

と
ば
か
り
、
努
力
（
自
己
責

任
）
で
賃
金
が
決
ま
る
よ
う

に
見
せ
か
け
、
企
業
の
経
営

責
任
は
一
切
問
わ
ず
、
総

人
件
費
は
削
減
さ
れ
る
の

で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
と
っ
て
何
と

も
都
合
の
い
い
賃
金
制
度
で

す
。
労
働
者
の
生
活
を
無

視
し
た
、
ま
っ
た
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
身
勝
手
で
す
。

こ
の
成
果
主
義
賃
金
は
、

年
功
型
で
働
い
て
き
た
中

高
年
へ
の
賃
下
げ
で
あ
る
以

上
に
、
若
年
労
働
者
が
「
評

価
」
の
た
め
に
、
健
康
や
生

活
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

家
の
ロ
ー
ン
は
組
め
る
か

ど
う
か
、
子
供
は
生
み
・
育

て
ら
れ
る
か
、
年
金
・
医
療

は
ど
う
な
る
か
等
、
こ
う
し

た
賃
金
制
度
で
あ
る
が
故

に
、
将
来
計
画
が
な
り
た

た
ず
、
不
安
を
増
大
さ
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
労
働
者
に
絶

え
ず
健
康
・
生
活
不
安
を

も
た
ら
す
賃
金
制
度
改
悪

に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
「
成
果
主
義
重
視
の
処
遇
体
系
の
見
直
し
の
現
時
点
の
考
え

方
を
提
案
（９
月
13
日
）
し
て
き
ま
し
た
。

提
案
に
よ
れ
ば
、
移
行
時
は
「
見
直
し
」
し
て
も
月
例
賃
金
は
変
わ
ら
な
い
、
と
い

う
の
で
す
が
、
基
準
内
賃
金
の
枠
が
狭
く
な
り
、
ボ
ー
ナ
ス
の
大
幅
減
は
必
至
で

す
。
移
行
後
は
、
賃
金
す
べ
て
が
「
評
価
」
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｏ
Ｓ

会
社
の
見
直
し
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
改
悪
に
反
対
し
、
闘
い
ま
し
ょ
う
。



自宅品川ツインズ 横浜ランドマーク

品川駅 大森駅 川崎駅

+15分で+10分で＋20分で

川崎支店

蒲田駅

蒲田営業所大森営業所

+15分でり病

自転車

通
勤
時
間
３０分 １０分 ２５分 ３５分 ５０分

再
三
に
わ
た
り

介
護
の
実
情
を
訴

え
、
か
つ
「
育
児
・
介

護
休
業
法
」
を
遵
守

す
る
よ
う
要
求
し

て
き
ま
し
た
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
こ
れ
を
無
視
、

し
か
も
、
神
奈
川
労

働
局
機
会
均
等
室

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て
、

「
法
律
上
、
Ｈ
さ
ん

は
『
育
児
・
介
護
休

業
法
』
第
26
条
の
適

用
に
な
る
。
転
勤
に

際
し
、
状
況
を
把
握

し
、
本
人
の
意
向
を

斟
酌
す
る
こ
と
」
と
の
指
導
を
も
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
無
視
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
に
は
、
神
奈
川
法
人
営

業
部
（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）
へ
異
動
に
な

り
、
通
勤
時
間
が
さ
ら
に
15
分
延

長
に
な
り
ま
し
た
。
大
森
の
時
に
比

べ
40
分
間
通
勤
時
間
が
延
長
に
な

り
、
勤
務
時
間
が
30
分
遅
く
な
っ
た

事
に
よ
り
家
に
帰
り
着
く
の
が
70

分
遅
く
な
り
ま
し
た
。

異
動
内
示
の
あ
っ
た
翌
日
の
６
月

24
日
に
は
、
神
奈
川
労
働
局
へ
個
別

紛
争
あ
っ
せ
ん
申
請
を
し
て
、
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
っ
せ
ん
通
知

書
に
は
、
「
平
成
15
年
４
月
に
蒲
田

勤
務
か
ら
現
在
の
川
崎
へ
の
配
転
の

際
に
、
通
勤
時
間
が
10
分
延
び
、
勤

務
時
間
変
更
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

帰
宅
時
刻
が
40
分
遅
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
２
回
の
配
転
に
よ
り
勤
務
時

間
が
合
計
25
分
延
び
る
こ
と
に
な

り
、
帰
宅
時
刻
が
合
計
55
分
遅
く

な
る
の
で
、
通
勤
時
間
に
配
慮
し
た

転
勤
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は

「
あ
っ
せ
ん
の
手
続
き
に
参
加
す
る

意
思
が
な
い
」
と
、
こ
れ
を
も
拒
否

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
然
と
「
労
働

局
の
指
導
も
受
け
て
、
神
奈
川
の
な

か
で
（綱
島
、
横
浜
メ
デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
、

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
）
一
番

近
い
と
こ
ろ
に
す
る
よ
う
配
慮
し
た
」

と
い
う
の
で
す
。

そ
の
後
、
Ｈ
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
病

状
が
悪
化
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
７
月
25
日
に
は
、
「
診

断
書
」
を
添
付
し
、
「
品
川
ツ
イ
ン
ズ

ビ
ル
へ
配
転
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
「
上

申
書
（
配
置
転
換
の
お
願
い
）
」
を
、

神
奈
川
支
店
長
宛
に
提
出
し
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
本
社
に
対
し
て

も
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

し

か
し
、
「
人
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

業
務
上
の
必
要
性
等
を
勘
案
し
、

会
社
の
責
任
に
よ
り
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
の
回
答
に

な
ら
な
い
回
答
で
す
。

千
葉
の
高
血
圧
症
、
無
呼
吸
症
の

Ｙ
さ
ん
に
対
し
て
も
往
復
６
時
間
40

分
か
か
る
職
場
へ
の
不
当
な
配
転
を

強
行
し
た
あ
げ
く
、
追
及
に
対
し
Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
「
今
の
話
を
聞
い
て
解
り
ま

し
た
と
な
れ
ば
、
人
事
異
動
が
出

来
な
く
な
り
会
社
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま

い
ま
す
よ
」
と
う
そ
ぶ
い
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
人
権
無
視
は
許
せ
ま
せ

ん
。

04
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
、
３

分
の
２
以
上
の
「
同
意
」
を
取
付
け
、

厚
労
省
に
減
額
申
請
し
、
４
月
か
ら

減
額
支
給
と
い
う
の
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

筋
書
き
で
し
た
。

も
う
減
額
申
請
を
諦
め
た
の
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
９
月
13
日
、
14
万

人
中
約
12
万
人
の
同
意
（
同
意
率
は

87
％
、
今
年
５
月
末
現
在
）
を
受
け

て
、
厚
労
省
へ
減
額
申
請
を
し
ま
し

た
。「

申
請
書
」
の
中
身
は
、
厚
労
省
が

「
減
額
申
請
の
内
容
を
説
明
す
る

義
務
」
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
す
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
既
受
給
者
に
対
し
て
も

「
開
示
す
る
義
務
が
な
い
」
と
ま
っ
た

く
不
誠
実
な
態
度
に
終
始
し
て
い

ま
す
。

「
受
給
者
の
給
付
減
額
」
と
い
う
場

合
に
は
、
受
給
者
の
権
利
義
務
と
い

う
も
の
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
厚
労
省
は
、
①
経
営
の
状

況
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
給
付

減
額
が
や
む
を
得
な
い
こ
と
、
②
給

付
減
額
を
行
わ
な
い
な
ら
ば
掛
金

の
額
が
大
幅
に
上
昇
し
て
事
業
主
が

掛
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
、
③
受
給
者
の
三
分
の
二
以

上
の
同
意
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
一
定

の
要
件
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
「
潰
れ
た
ら
ど
う
す
る
」

と
脅
し
な
が
ら
「
同
意
」
を
迫
っ
て
き

ま
し
た
が
、
い
か
に
デ
マ
で
あ
っ
た
か

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
①
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
３
月
連
結
決
算
で
、
純
利
益
７

１
０
２
億
円
を
上
げ
て
い
る
、
②
現

在
、
年
金
資
産
は
１
兆
円
、
給
付
額

の
16
年
分
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
積
立
不
足
を
20
年
間
で
積
み

立
て
る
と
こ
ろ
を
、
向
こ
う
６
年
間

で
積
み
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、

③
厚
労
省
が
「
同
意
強
要
の
疑
い
」

が
あ
る
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
「
注
意
喚

起
」
し
た
よ
う
に
、
管
理
者
の
権
力

を
タ
テ
に
同
意
の
強
要
を
し
て
き

た
、
等
々
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

優
良
企
業
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年

金
の
減
額
が
で
き
る
よ
う
で
し
た

ら
、
ど
の
企
業
で
も
減
額
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
厚
労
省

も
「
厳
格
に
審
査
す
る
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
当
然
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
本
音
は
、
「
年
金
改
革
は

人
減
ら
し
に
代
わ
る
重
要
な
方
法
」

で
あ
り
、
「
コ
ス
ト
削
減
の
一
環
」
な

の
で
す
（
高
部
豊
彦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

社
長
、
当
時
は
持
株
副
社
長
）
。
い

か
に
も
労
働
者
を
馬
鹿
に
し
切
っ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
直
ち
に
減
額
申

請
を
白
紙
撤
回
す
べ
き
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
15
〜
30
％
の
賃
金
減
、

企
業
年
金
を
前
倒
し
支
給
で
生
活

を
や
っ
と
維
持
、
そ
し
て
今
ま
た
、

賃
金
制
度
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
金
減
額
で

す
。
私
た
ち
を
ボ
ロ
雑
巾
の
よ
う
に
、

し
ぼ
り
と
る
だ
け
し
ぼ
っ
て
職
場
か

ら
放
り
出
す
、
そ
ん
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
魂

胆
な
の
で
し
ょ
う
。

Ｎ
関
労
の
旗
の
も
と
、
賃
金
減
額
、

年
金
減
額
反
対
の
闘
い
に
立
ち
上

が
り
ま
し
ょ
う
！

No.3 Ｎ関労東 2005.10

年金事務局に「同意を

取り消したい」と電話で申出

て下さい。事務局は、撤回のための書類を送付してきますから、

必要事項を記入の上返送すると、「同意書」が返送されます。

「同意書」を撤回しましょう

年金事務局 TEL（0120）55-8361

厚労省に、承認しないよう 要請していきましょう 。要請先

は下記のとおりです。

〒100-8916 東京都千代田区霞ヶ関1-2-2

厚生労働省 厚生労働大臣 殿

要請内容は、①生活実態、②「同意書」が管理者の脅し、
いじめのなかで書かされた実態、③職場から見たＮＴＴの経

営状態を記しながら「減額承認をしないよう 」要請しましょう 。

「組織改革ステップ２」によって、配転を余儀なくされたＨさんは、難病認定を受

けている妻の介護、家事、子育てができる条件の確保のため、「介護・休業法」第

26条を遵守し、現在の職場、または現在と同じ通勤時間内の職場に配置してほし

い、と要望し続けてきました。これからも要望し続けていきます。

企業
年金

厚労省に承認しないよう要請しましょう


